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『
慎
子
』
は
、
戦
国
時
代
中
期
の
思
想
家
で
あ
る
慎
到
に
か
か

わ
る
書
物
と
さ
れ
、
前
漢
末
の
劉
向
に
よ
っ
て
四
十
二
篇
に
ま
と

め
ら
れ
た
（
注
1
)
。
し
か
し
現
在
我
々
が
目
に
で
き
る
『
慎
子
』
は
、

明
代
以
降
に
出
版
さ
れ
た
五
篇
本
、
お
よ
び
銭
煕
詐
氏
が
校
勘
し

道
光
二
十
四
(
-
八
四
四
）
年
に
出
版
し
た
『
守
山
閣
叢
書
』
本

（
本
文
七
篇
お
よ
び
『
慎
子
逸
文
』
六
十
条
）
に
す
ぎ
な
い
。
現

在
、
日
本
に
お
い
て
『
慎
子
』
を
研
究
す
る
際
に
は
、
銭
氏
の
『
守

山
閣
叢
書
』
本
が
主
と
し
て
用
い
ら
れ
る
よ
う
で
あ
る
。

現
存
す
る
『
慎
子
』
が
劉
向
本
『
慎
子
』
に
対
し
て
ど
の
よ
う

な
関
係
に
あ
る
の
か
と
い
う
こ
と
、
ま
た
銭
氏
の
輯
め
た
『
慎
子

逸
文
』
が
本
当
に
劉
向
本
『
慎
子
』
に
由
来
す
る
の
か
と
い
う
こ

と
は
、
『
慎
子
』
書
を
取
り
扱
う
際
に
必
ず
考
え
ね
ば
な
ら
な
い
こ

と
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
こ
の
問
題
に
つ
い
て
の
先
行
研
究
は
決
し

て
豊
富
と
は
い
え
な
い
（
注
2
)
0

本
論
は
、
現
存
す
る
『
慎
子
』
諸
テ
キ
ス
ト
の
由
来
を
明
ら
か

現
行
本

『
慎
子
』

と
し
、

そ
れ
に
よ
っ
て
、
①
現
行
本
『
慎
子
』
に
は
唐
初
に
お
け

る
恣
意
的
な
取
捨
選
択
の
手
が
加
え
ら
れ
て
い
る
こ
と
、
お
よ
び

②
銭
氏
の
輯
め
た
『
慎
子
逸
文
』
中
に
は
明
末
の
偽
作
に
係
る
部

分
が
混
入
し
て
い
る
こ
と
、
を
明
ら
か
と
す
る
。
『
慎
子
』
書
を
参

考
と
し
て
周
漢
思
想
を
考
え
よ
う
と
す
る
際
、
こ
れ
ら
は
無
視
し

得
な
い
問
題
と
な
る
で
あ
ろ
う
。

現
存
す
る
『
慎
子
』
の
テ
キ
ス
ト

『
慎
子
』
は
、
唐
代
に
は
十
巻
本
（
注
3
)
、
南
宋
代
に
は
五
篇
本
（
注

4
)

と
し
て
目
録
に
見
え
る
。
後
者
の
篇
目
は
現
存
す
る
明
刊
五
篇

本
と
概
ね
一
致
し
（
注
5
)
、
南
宋
代
に
は
既
に
、
ほ
ぼ
現
在
の
形
と

同
様
の
五
篇
本
が
成
立
し
流
布
さ
れ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。

現
在
、
『
慎
子
』
に
つ
い
て
は
以
下
の
よ
う
な
テ
キ
ス
ト
が
存
在

す
る
が
、
こ
れ
ら
は
概
ね
二
種
に
大
別
で
き
る
。

の
資
料
的
問
題
に
つ
い
て

井

上

了

（
大
阪
大
学
大
学
院
）
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①
五
篇
本
系
統

•
国
家
図
書
館
所
蔵
明
紗
本
、
明
初
の
『
説
郭
』
（
注6
)
、
明

末
の
『
子
彙
』
本
（
注
7
)

・
『
十
二
子
』
本
（
注
8
)
、
お
よ
び
清

代
の
『
四
庫
全
書
』
本
（
注
9
)

・
『
墨
海
金
壺
』
本
（
注
lo)

・
『
廿

二
子
全
書
』
本
（
注
ll)

・
『
子
書
百
家
』
本
（
注
12)
な
ど
。
「
威
徳
」

「
因
循
」
「
民
雑
」
「
徳
立
」
「
君
人
」
の
五
篇
を
収
め
る
。

•
明
末
の
慎
懲
賞
輯
刊
本
（
注
1
3
)。
こ
れ
は
慎
懲
賞
が
諸
書
を
雑

輯
し
て
『
慎
子
』
に
付
会
し
た
偽
作
で
あ
り
（
注
14)
、
全
体
を

「
内
篇
」
「
外
篇
」
の
二
篇
に
分
け
る
。
た
だ
し
こ
の
う
ち

内
篇
冒
頭
の
五
節
は
、
上
記
の
五
篇
本
『
慎
子
』
に
概
ね
一

致
し
、
何
ら
か
の
五
篇
本
『
慎
子
』
よ
り
採
ら
れ
た
も
の
と

考
え
ら
れ
る
。
従
っ
て
、
こ
れ
ら
の
部
分
は
五
篇
本
に
準
じ

て
考
察
が
可
能
で
あ
る
。

•
明
末
の
『
諸
子
彙
函
』
本
（
注1
5
)
o「
威
徳
」
「
因
情
」
「
徳
立
」

の
三
篇
を
収
め
る
が
、
「
因
情
」
篇
は
上
記
五
篇
本
の
「
因

循
」
「
民
雑
」
両
篇
に
ほ
ぼ
一
致
す
る
の
で
（
注
16)
、
実
質
的

に
は
他
テ
キ
ス
ト
の
「
威
徳
」
「
因
循
」
「
民
雑
」
一
徳
立
」

四
篇
に
相
当
す
る
部
分
を
有
す
。

②
七
篇
本

•
唐
代
の
『
露
書
治
要
』
本
（
注17
)。
周
知
の
よ
う
に
こ
の
書
は
、

中
国
で
は
早
く
に
亡
侠
し
、
清
代
に
日
本
よ
り
逆
輸
入
さ
れ

た
も
の
で
あ
る
。
『
慎
子
』
に
つ
い
て
は
冒
頭
の
篇
に
つ
い

て
篇
名
を
欠
き
（
注
18)
、
続
い
て
「
因
循
」
「
民
雑
」
「
知
忠
」

「
徳
立
」
「
君
人
」
「
君
臣
」
の
六
篇
を
収
め
る
。

•
五
篇
本
を
底
本
と
し
、
『
撃
書
治
要
』
を
用
い
て
校
勘
さ
れ

た
『
守
山
閣
叢
書
』
本
（
注
1
9
)
0

「
威
徳
」
「
因
循
」
「
民
雑
」
「
知

忠
」
「
徳
立
」
「
君
人
」
「
君
臣
」
の
七
篇
を
収
め
る
。

た

だ

し

こ

れ

ら

以

外

に

、

筆

者

未

見

の

テ

キ

ス

ト

が

少
な
く
と
も
二
種
は
存
在
す
る
。

テ
キ
ス
ト
相
互
の
関
係

次
に
、
こ
れ
ら
諸
テ
キ
ス
ト
を
校
合
し
て
推
定
し
た
、

テ
キ
ス
ト
相
互
の
関
係
を
述
べ
る
。
本
来
な
ら
ば
各
テ
キ
ス
ト
の

校
合
記
を
載
せ
る
べ
き
で
あ
る
が
、
紙
幅
の
関
係
上
割
愛
し
、
そ

の
概
要
の
み
を
報
告
す
る
。

『
革
書
治
要
』
に
収
録
さ
れ
た
『
慎
子
』
七
篇
は
、
唐
代
に
存

在
し
た
『
慎
子
』
全
て
で
は
な
く
、
編
者
の
意
図
に
よ
り
抜
粋
さ

れ
た
も
の
で
あ
っ
た
。
こ
の
こ
と
は
、
唐
代
の
諸
書
に
引
か
れ
た

『
慎
子
』
侠
文
が
『
草
書
治
要
』
の
引
か
な
い
範
囲
に
ま
で
及
ぶ

こ
と
か
ら
明
ら
か
で
あ
る
。

『
説
郭
』
本
は
洪
武
年
間
に
成
立
し
た
と
考
え
ら
れ
、
こ
れ
は

現
存
す
る
最
古
の
五
篇
本
『
慎
子
』
で
あ
ろ
う
。
こ
の
こ
と
に
よ

(42) 
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っ
て
、
以
降
の
五
篇
本
は
全
て
『
説
郭
』
に
出
る
と
す
る
論
者
も

あ
る
（
注
⑳
）
。
し
か
し
、
万
暦
以
降
の
五
篇
本
や
『
永
楽
大
典
』
所

引
『
慎
子
』
に
は
、
『
説
郭
』
と
一
致
せ
ず
、
却
っ
て
（
『
説
郭
』

よ
り
古
い
）
『
露
書
治
要
』
と
一
致
す
る
箇
所
も
多
い
（
注
21)°

従
っ

て
、
明
初
の
時
点
に
お
い
て
は
複
数
の
五
篇
本
『
慎
子
』
が
存
在

し
、
『
永
楽
大
典
』
お
よ
び
『
子
彙
』
本
以
降
の
五
篇
本
は
、
『
説

郭
』
と
は
藍
本
を
異
に
す
る
と
考
え
ら
れ
る
。

『
子
彙
』
本
は
、
本
文
五
篇
に
加
え
、
末
尾
に
『
意
林
』
よ
り

引
い
た
『
慎
子
』
侠
文
を
付
録
し
て
い
る
。
ま
た
『
睾
書
治
要
』

や
『
説
郭
』
が
付
し
て
い
た
注
（
注
22)
を
ほ
と
ん
ど
失
っ
て
お
り
、

威
徳
篇
に
二
箇
所
の
墨
丁
を
有
し
て
い
る
こ
と
が
特
徴
で
あ
る
。

墨
丁
の
存
在
か
ら
、
こ
の
テ
キ
ス
ト
は
先
行
す
る
『
草
書
治
要
』

や
『
説
郭
』
を
参
照
し
て
は
い
な
い
も
の
と
考
え
ら
れ
る
（
注
23)o

従
っ
て
『
子
彙
』
本
に
関
し
て
は
、
『
説
郭
』
と
共
通
の
祖
本
（
五

篇
本
）
か
ら
放
散
し
て
成
立
し
た
も
の
で
あ
る
、
と
し
か
言
え
な

、。し国
家
図
書
館
所
蔵
明
紗
本
の
紗
写
年
代
は
不
明
で
あ
る
が
、
そ

の
内
容
は
『
草
書
治
要
』
と
『
説
郭
』
・
『
子
彙
』
ら
と
の
中
間
的

な
も
の
で
（
注
24)
、
注
を
付
し
、
末
尾
に
『
意
林
』
よ
り
輯
め
た
侠

文
十
二
条
を
付
録
す
る
。
こ
れ
は
『
子
彙
』
本
の
祖
本
そ
の
も
の

で
は
な
い
に
せ
よ
、
『
子
彙
』
本
ら
よ
り
古
い
五
篇
本
の
形
を
伝
え

る
も
の
で
あ
る
と
考
え
る
。

『
諸
子
彙
函
』
本
は
、
『
子
彙
』
本
に
対
し
、
君
人
篇
に
相
当
す

る
部
分
を
欠
き
侠
文
を
付
さ
な
い
と
い
う
大
き
な
相
違
は
あ
る
。

し
か
し
こ
れ
以
外
に
は
、
『
子
彙
』
本
に
対
し
僅
か
に
六
箇
所
の
異

同
が
あ
る
に
過
ぎ
な
い
。
そ
の
う
ち
の
二
箇
所
は
墨
丁
を
補
っ
て

い
る
点
で
あ
り
、
そ
の
補
わ
れ
た
文
字
は
『
説
郭
』
本
に
お
け
る

該
当
箇
所
に
同
じ
い
。
『
諸
子
彙
函
』
本
は
、
『
子
彙
』
本
に
依
り

つ
つ
も
、
『
説
郭
』
ま
た
は
そ
れ
に
近
い
テ
キ
ス
ト
に
よ
っ
て
校
定

を
加
え
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

慎
慾
賞
刊
本
（
の
う
ち
冒
頭
の
五
節
）
は
、
『
説
郭
』
や
『
子
彙
』

本
と
ほ
ぼ
同
系
統
の
五
篇
本
に
依
り
つ
つ
、
主
に
『
芸
文
類
衆
』

所
引
『
慎
子
』
に
よ
っ
て
補
足
・
校
訂
を
加
え
た
も
の
と
考
え
ら
れ

る（注
25)
。
し
か
し
、
未
知
の
材
料
に
よ
っ
て
校
訂
さ
れ
た
と
考
え

ら
れ
る
点
や
、
他
テ
キ
ス
ト
と
一
致
せ
ず
に
宮
内
庁
蔵
本
『
草
書

治
要
』
と
の
み
一
致
す
る
点
な
ど
も
あ
り
、
慎
懲
賞
刊
本
が
用
い

た
五
篇
本
に
つ
い
て
は
、
現
時
点
に
お
い
て
は
不
明
と
せ
ざ
る
を

得
な
い
。
何
ら
か
の
新
材
料
が
得
ら
れ
る
こ
と
を
期
待
し
つ
つ
、

今
暫
く
テ
キ
ス
ト
の
調
査
を
進
め
た
い
。

『
十
二
子
』
本
は
、
『
子
彙
』
本
が
墨
丁
と
し
て
い
た
部
分
を
空

格
と
す
る
な
ど
お
お
む
ね
『
子
彙
』
本
に
一
致
し
て
お
り
、
『
子

彙
本
』
を
藍
本
に
用
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
た
だ
し
こ
の
テ
キ
ス

ト
は
、
『
意
林
』
か
ら
引
い
た
侠
文
（
『
子
彙
』
本
が
付
録
す
る
）

以
外
に
、
『
文
献
通
考
』
か
ら
引
い
た
と
称
す
る
『
慎
子
』
侠
文
十

(43) 
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九
条
を
も
付
録
す
る
。

『
四
庫
全
書
』
本
の
底
本
は
、
目
録
か
ら
は
不
明
で
あ
る
が
、

筆
者
が
文
淵
閣
本
を
校
し
た
結
果
、
『
十
二
子
』
本
で
あ
る
と
推
定

す
る
。
本
テ
キ
ス
ト
も
『
十
二
子
』
本
と
同
様
、
『
意
林
』
お
よ
び

『
文
献
通
考
』
よ
り
輯
め
た
侠
文
を
付
録
す
る
。

『
墨
海
金
壺
』
は
基
本
的
に
文
瀾
閣
本
に
依
っ
た
も
の
で
あ
り
（
注

26)
、
『
慎
子
』
に
つ
い
て
も
同
様
だ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
が
、
文
瀾

閣
本
『
慎
子
』
は
既
に
失
わ
れ
て
お
り
（
注
27)
、
こ
れ
と
の
校
合
は

行
い
得
な
い
。
文
淵
閣
本
と
校
合
し
た
結
果
、
若
干
の
異
同
は
認

め
ら
れ
た
が
、
お
お
む
ね
『
墨
海
金
壺
』
本
と
文
淵
閣
本
は
一
致

す
る
と
称
し
て
差
し
支
え
な
い
。

『
廿
二
子
全
書
』
本
は
、
『
子
彙
』
本
が
墨
丁
と
し
て
い
た
部
分

二
箇
所
を
補
っ
て
い
る
が
、
こ
れ
以
外
は
全
く
『
子
彙
』
本
と
一

致
す
る
（
注
28)°

補
わ
れ
た
二
字
は
『
説
郭
』
本
お
よ
び
『
諸
子
彙

函
』
本
に
お
け
る
該
当
個
所
と
同
一
で
あ
る
。

『
守
山
閣
叢
書
』
本
は
『
墨
海
金
壺
』
本
を
底
本
と
し
（
注
29)
、
『
撃

書
治
要
』
な
ど
に
よ
っ
て
校
勘
を
加
え
た
も
の
で
あ
る
。
ま
た
諸

書
よ
り
『
慎
子
』
の
侠
文
を
輯
め
、
『
慎
子
逸
文
』
と
し
て
付
録
す

る。
『
子
書
百
家
』
本
は
、
三
箇
所
の
異
同
を
除
い
て
『
子
彙
』
本

に
一
致
す
る
。
そ
の
う
ち
の
二
は
『
諸
子
彙
函
』
本
・
『
廿
二
子
全

書
』
本
と
同
様
に
墨
丁
を
補
っ
て
い
る
点
で
あ
り
、
一
は
因
循
篇

予
想
さ
れ
る関

係

「
不
与
入
」
を
「
不
与
人
」
と
改
め
て
い
る
点
で
あ
る
。
『
子
書
百

家
』
本
に
お
け
る
三
箇
所
の
改
訂
は
す
べ
て
『
説
郭
』
本
に
お
け

る
該
当
箇
所
に
一
致
し
、
『
子
書
百
家
』
本
も
『
子
彙
』
本
に
依
り

つ
つ
『
説
郭
』
ま
た
は
そ
れ
に
近
い
テ
キ
ス
ト
に
よ
っ
て
校
定
を

加
え
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

五
篇
本
の
由
来

つ
い
で
、
明
代
の
五
篇
本
が
如
何
な
る
由
来
を
持
つ
の
か
と
い

う
こ
と
を
検
討
す
る
。

ま
ず
注
意
さ
れ
る
べ
き
は
、
こ
れ
ら
五
篇
本
と
『
露
書
治
要
』

と
の
関
係
で
あ
ろ
う
。
そ
も
そ
も
『
禁
書
治
要
』
本
『
慎
子
』
は
、

唐
代
に
存
在
し
た
十
巻
本
『
慎
子
』
か
ら
編
者
の
任
意
に
よ
り
抜

粋
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
従
っ
て
、
も
し
五
篇
本
『
慎
子
』
が
、

『
撃
書
治
要
』
と
は
独
立
に
、
十
巻
本
『
慎
子
』
か
ら
散
侠
し
た

結
果
と
し
て
残
存
し
た
も
の
で
あ
れ
ば
、
『
撃
書
治
要
』
と
は
相
当

の
出
入
り
が
見
ら
れ
て
然
る
べ
き
で
あ
る
（
次
図
）
。

(44) 
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実
際
の
関
係

こ
れ
を
説
明
す
る
た
め
に
は
、
五
篇
本
と
『
露
書
治
要
』
と
の

間
に
直
接
の
関
係
を
想
定
せ
ね
ば
な
ら
な
い
。
す
な
わ
ち
、
明
以

降
の
五
篇
本
は
、
唐
代
の
十
巻
本
が
散
侠
し
た
結
果
と
し
て
偶
然

に
残
存
し
た
も
の
で
は
な
く
、
何
者
か
が
『
撃
書
治
要
』
か
ら
抜

粋
し
再
単
行
化
し
た
も
の
で
あ
る
（
次
図
）
と
考
え
ざ
る
を
得
な

い
の
で
あ
る
。ビ唐

侠く （本

.._, ,'/日
-文
露／十

ビ←書レ 登
侠 ！治
.._, ,'要

I ba  

＾ 宋／七

幻態

＇ ＾ 喜

『
翠
書
治
要
』
は
遅
く
と
も
元
代
に
は
失
わ
れ
た
と
さ
れ
（
注
30)
、

一
方
で
南
宋
代
に
は
す
で
に
五
篇
本
『
慎
子
』
が
存
在
し
て
い
た
。

劉
向

し
か
し
実
際
に
は
、
五
篇
本
『
慎
子
』
は
、
完
全
に
『
草
書
治

要
』
の
七
篇
の
う
ち
に
お
さ
ま
る
も
の
で
あ
っ
た
（
次
図
）
。

『
守
山
閣
叢
書
』
本
『
慎
子
逸
文
』
は
、
諸
書
よ
り
輯
め
た
侠

文
六
十
条
を
収
め
る
。
た
だ
し
こ
の
う
ち
十
五
条
は
、
『
墨
海
金
壺
』

本
が
「
『
文
猷
通
考
』
に
載
す
」
と
し
て
載
せ
る
侠
文
十
九
条
の
う

ち
、
『
太
平
御
覧
』
等
に
よ
っ
て
確
認
し
得
な
か
っ
た
十
五
条
を
そ

の
ま
ま
存
し
た
も
の
で
あ
る
（
次
頁
図
）
。
こ
れ
ら
十
五
条
が
『
文

猷
通
考
』
に
見
え
な
い
こ
と
は
銭
氏
自
身
が
指
摘
し
て
お
り
、
銭

氏
は
こ
れ
ら
が
「
諸
書
に
雑
取
」
し
た
も
の
で
は
な
い
か
と
疑
い

四
い
わ
ゆ
る
『
文
献
通
考
』
に
載
せ
る
侠
文

よ
っ
て
、
こ
の
抜
粋
・
再
単
行
化
は
、
唐
末
な
い
し
宋
代
に
行
わ
れ

た
も
の
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

『
草
書
治
要
』
は
、
「
撃
書
を
採
拙
し
て
、
淫
放
な
る
を
戟
赦
し
、

訓
典
を
光
昭
せ
し
む
」
（
『
翠
書
治
要
』
序
）
る
た
め
に
編
集
さ
れ

た
も
の
で
あ
り
、
「
治
の
要
を
求
む
」
（
同
）
る
も
の
で
あ
っ
た
。

た
と
え
ば
『
撃
書
治
要
』
に
収
録
さ
れ
た
『
列
子
』
を
見
れ
ば
、

『
禁
書
治
要
』
が
為
政
者
の
参
考
と
す
べ
き
（
と
考
え
た
）
主
張

の
み
を
採
用
し
た
こ
と
が
看
取
さ
れ
、
ま
た
原
書
の
意
図
に
反
す

る
断
章
取
義
を
行
っ
た
形
跡
す
ら
看
取
し
得
る
（
注
31)
。
現
存
の
『
慎

子
』
が
い
わ
ゆ
る
法
家
的
な
性
格
を
帯
び
て
い
る
（
注
32)

の
は
、
劉

向
本
『
慎
子
』
の
性
格
に
由
来
す
る
と
い
う
よ
り
は
、
む
し
ろ

書
治
要
』
の
意
図
に
よ
る
の
で
は
な
い
か
と
疑
わ
れ
る
。

(45) 
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『
墨
海
金
壺
』
本
に
附
載
す
る

『
文
献
通
考
』
所
引
『
慎
子
』

類
書
に
よ
っ
て

確
認
で
き
た
四
条

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

 

銭
氏
が
確
認

で
き
な
か
っ
た
十
五
条

し
か
し
、
守
山
閣
本
が
「
最
も
有
用
な
テ
キ
ス
ト
」
（
木
村
英
一

氏
（
注
33)
）
・
「
唐
以
前
の
古
い
面
目
を
伝
え
る
テ
ク
ス
ト
」
（
金
谷

治
氏
（
注
34))

な
ど
と
評
価
さ
れ
て
き
た
経
緯
も
あ
っ
て
、
特
に
日

本
に
お
い
て
は
、
こ
れ
ら
十
五
条
の
侠
文
を
も
慎
到
の
思
想
に
関

わ
る
も
の
と
し
て
無
批
判
に
扱
わ
れ
る
こ
と
が
多
い
。

前
節
で
見
た
よ
う
に
、
こ
れ
ら
十
五
条
の
侠
文
は
『
十
二
子
』

本
に
初
見
す
る
も
の
で
、
『
四
庫
全
書
』
お
よ
び
『
墨
海
金
壺
』
を

経
て
『
守
山
閣
叢
書
』
に
ま
で
伝
え
ら
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
。
従

っ
て
こ
れ
ら
侠
文
に
つ
い
て
は
、
ま
ず
『
十
二
子
』
本
に
即
し
て

考
え
ね
ば
な
ら
な
い
。

以
下
に
、
『
十
二
子
』
本
が
『
文
献
通
考
』
か
ら
引
い
た
と
称
す

9

9

9

9

9

9

9

 

疑
わ
し
い十

五
条

確
認
済
み
の
も
の

四
十
五
条

『
守
山
閣
叢
書
』
本

『
慎
子
逸
文
』
六
十
条

つ
つ
も
、

こ
れ

「
之
を
存
し
、

た
づ

以
て
知
者
に
質
ぬ

と
し
た
の
で
あ
る
。

る
侠
文
を
列
挙
し
、
慎
懲
賞
刊
本
に
お
け
る
該
当
箇
所
（
篇
名
・
葉

数
・
行
数
）
、
お
よ
び
慎
懲
賞
が
偽
作
に
際
し
て
用
い
た
と
推
定
さ

れ
て
い
る
素
材
（
注
35)
を
挙
げ
る
。

①
「
以
力
役
法
者
百
姓
也
云
云
」
条

内
篇
第
八
葉
左
八
行
（
慎
愁
賞
刊
本
に
お
け
る
位
置
。
以
下
同
様
）

『
慎
子
』
（
『
芸
文
類
禁
』
所
引
）
（
素
材
。
以
下
同
様
）

②
「
君
明
臣
直
国
之
福
也
云
云
」
条

内
篇
第
九
葉
右
三
行

『
戦
国
策
』
秦
策
三
・
『
慎
子
』
（
『
意
林
』
所
引
）

③
「
王
者
有
易
政
而
無
易
国
云
云
」
条

内
篇
第
十
四
葉
左
四
行

『
新
書
』
大
政
下
篇

④

「

夏

厳

日

云

云

」

条

．

内
篇
又
十
六
葉
左
四
行

『
逸
周
書
』
文
偉
解

⑤
「
与
天
下
於
人
大
事
也
云
云
」
条

内
篇
第
十
七
葉
左
四
行

未
詳

⑥
「
有
虞
之
誅
以
蒙
巾
当
墨
云
云
」
条

不
見

『
慎
子
』
（
『
太
平
御
覧
』
所
引
）

⑦
「
行
海
者
坐
而
至
越
云
云
」
条

不
見

『
慎
子
』
（
『
太
平
御
覧
』
所
引
）

⑧
「
日
月
天
眼
目
云
云
」
条

不
見

(46) 
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『
任
子
』
（
『
太
平
御
覧
』
所
引
）
・
『
慎
子
』
（
『
太
平
御
覧
』
所
引
）

⑨
「
小
人
食
於
力
云
云
」
条

内
篇
第
十
八
葉
左
七
行

『
慎
子
』
（
『
意
林
』
所
引
）
・
『
墨
子
』
魯
問
篇

⑩
「
法
非
従
天
下
云
云
」
条

内
篇
第
十
九
葉
左
一
行

『
文
子
』
上
義
篇
・
『
慎
子
』
（
『
列
子
注
』
所
引
）

⑪
「
古
之
全
大
体
者
云
云
」
条

外
篇
第
一
葉
左
四
行

『
韓
非
子
』
大
体
篇

⑫
「
鷹
善
撃
也
云
云
」
条

外
篇
第
八
葉
右
五
行

末
詳

⑬
「
能
辞
万
鍾
之
禄
云
云
」
条

外
篇
第
八
葉
右
八
行

未
詳

⑭
「
不
肖
者
不
自
謂
不
肖
也
云
云
」
条

外
篇
第
八
葉
左
四
行

『
櫻
子
』
道
符
五
帝
三
王
符
政
甲
篇

⑮
「
法
者
所
以
斉
天
下
之
動
云
云
」
条

外
篇
又
二
十
葉
左
二
行

未
詳

⑯
「
善
為
国
者
云
云
」
条

外
篇
又
二
十
葉
左
七
行

未
詳

⑰
「
始
吾
未
生
之
時
云
云
」
条

外
篇
第
二
十
二
葉
左
六
行

『
淮
南
子
』
倣
真
訓

⑱
「
鳥
飛
於
空
魚
遊
干
淵
云
云
」
条

外
篇
第
二
十
四
葉
左
六
行

『
元
能
子
』
真
修
篇

⑲
「
周
成
王
問
辮
子
曰
云
云
」
条

外
篇
第
二
十
八
葉
右
二
行

『
新
書
』
修
政
語
上
篇

こ
れ
を
見
る
と
、
『
十
二
子
』
本
が
『
文
献
通
考
』
か
ら
引
用
し

た
と
す
る
『
慎
子
』
は
、
ま
ず
内
容
的
に
慎
懲
賞
刊
本
と
ほ
ぼ
一

致
す
る
こ
と
が
注
目
さ
れ
る
。
そ
し
て
、
よ
り
重
要
な
こ
と
と
し

て
、
『
十
二
子
』
本
に
お
け
る
引
用
の
順
序
が
慎
懲
賞
刊
本
に
お
け

る
該
当
句
の
出
現
順
序
に
一
致
す
る
、
と
い
う
こ
と
が
指
摘
さ
れ

よ
う
。
こ
れ
に
よ
っ
て
、
こ
れ
ら
の
侠
文
と
慎
懲
賞
刊
本
『
慎
子
』

と
の
間
に
、
一
方
が
他
方
を
引
用
し
た
、
と
い
う
関
係
が
予
想
さ

れ
る
の
で
あ
る
。

『
十
二
子
』
本
を
見
る
と
、
問
題
の
侠
文
の
―
つ
で
あ
る
「
古

之
全
大
体
者
云
云
」
条
の
欄
上
に
「
中
原
文
献
、
以
前
此
為
内
篇
、

後
為
外
篇
。
」
な
る
眉
標
が
存
在
す
る
（
注
36)o

「
内
篇
」
と
「
外
篇
」

と
を
分
け
る
『
慎
子
』
テ
キ
ス
ト
は
、
判
明
し
て
い
る
限
り
で
は

慎
慾
賞
刊
本
し
か
存
在
し
な
い
。
ま
た
「
古
之
全
大
体
者
云
云
」

条
は
、
慎
慾
賞
刊
本
『
慎
子
』
に
お
い
て
は
、
外
篇
の
冒
頭
に
位

(47) 
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置
す
る
条
で
あ
る
。
こ
れ
ら
侠
文
に
つ
い
て
は
、
慎
懲
賞
刊
本
お

よ
び
『
中
原
文
献
』
と
の
関
係
が
予
想
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
。マ

マ

『
中
原
文
献
』
子
部
の
第
三
巻
に
『
慎
子
』
が
「
二
十
段
」
引

用
さ
れ
て
い
る
（
注
37)
。
そ
の
内
訳
は
、
威
徳
篇
か
ら
の
引
用
が
二

条
と
、
『
十
二
子
』
本
に
引
く
『
文
献
通
考
』
所
引
侠
文
に
ほ
ぼ
一

致
す
る
侠
文
が
十
九
条
と
で
あ
り
、
実
際
に
は
二
十
一
段
の
引
用

が
行
わ
れ
て
い
る
。
同
書
は
『
慎
子
』
に
つ
い
て
「
其
為
書
亡
逸

已
多
、
所
存
五
篇
耳
」
と
し
て
お
り
、
五
篇
本
を
参
照
し
た
よ
う

に
も
見
え
る
が
、
実
際
に
引
用
す
る
に
際
し
て
は
「
内
篇
」
「
外
篇
」

を
称
し
て
お
り
、
慎
慾
賞
刊
本
を
底
本
と
し
て
用
い
て
い
る
こ
と

が
予
想
さ
れ
る
。
ま
た
慎
懲
賞
刊
本
は
『
中
原
文
献
』
が
載
せ
る

『
慎
子
』
侠
文
の
う
ち
上
表
⑥
⑦
⑧
相
当
条
を
載
せ
て
い
な
い
。

従
っ
て
、
慎
懲
賞
が
『
中
原
文
献
』
か
ら
『
慎
子
』
を
輯
め
た
と

い
う
こ
と
は
考
え
難
く
、
逆
に
『
中
原
文
献
』
が
慎
懲
賞
刊
本
か

ら
侠
文
を
徴
し
、
こ
れ
に
『
太
平
御
覧
』
か
ら
輯
め
た
侠
文
を
補

配
し
た
と
考
え
る
べ
き
で
あ
ろ
う
（
注
3
8
)
0

『
中
原
文
献
』
は
「
子
集
」
七
巻
を
現
存
す
る
の
み
で
あ
る
が
（
注

39)
、
『
四
庫
全
書
穂
目
提
要
』
に
よ
る
と
、
「
『
中
原
文
献
』
二
十

こ
れ

四
巻
：
…
是
経
集
六
巻
・
史
集
六
巻
・
子
集
七
巻
・
文
集
四
巻
に
分
か

ち
、
末
に
通
考
一
巻
を
附
す
。
」
な
る
体
裁
で
あ
っ
た
と
い
う
。
『
十

二
子
』
本
が
『
中
原
文
献
』
を
参
照
し
、
こ
れ
か
ら
『
慎
子
』
の

侠
文
（
慎
懲
賞
刊
本
か
ら
抜
粋
さ
れ
た
も
の
）
を
孫
引
き
し
た
際

『
子
彙
』
本

`
’
ー
・
・
―
―
＿
置
―
-
ー

i

本
文
五
篇

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

 

『
意
林
』
よ
り

引
い
た
侠
文

「
文
献
通
考
」

慎
懲
賞
刊
本

ー
真
正
の
『
慎
子
』
に

取
材
し
た
部
分

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

 

諸
書
よ
り
雑
輯
し

附
会
し
た
部
分

と
誤
っ
た
の
で
は
な
い
か
、

に
、
出
拠
を

え
ら
れ
る
。

『
子
彙
』
本
よ
り
『
十
二
子
』
本
に
至
る
過
程
に
お
い
て
偽
作

部
分
（
慎
懲
賞
が
諸
書
よ
り
雑
輯
し
て
『
慎
子
』
に
付
会
し
た
部

分
）
が
混
入
し
た
こ
と
は
、
次
の
よ
う
に
図
示
さ
れ
よ
う
。

と
も
考

『
十
二
子
』
本

l
l
i
I
 

本
文
五
篇

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

 

『
意
林
』
よ
り

引
い
た
侠
文

9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
.
 

『
中
原
文
献
』
よ
り

引
い
た
侠
文
十
九
条

（
『
文
献
通
考
』
と

誤
っ
て
記
載
）

『
諸
子
彙
函
』
本
・
『
廿
子
全
書
』
本
・
『
子
書
百
家
』
本
は
、

同
じ
く
『
子
彙
』
本
に
依
り
な
が
ら
『
説
郭
』
ま
た
は
こ
れ
に
類

す
る
テ
キ
ス
ト
に
よ
っ
て
『
子
彙
』
本
の
墨
丁
を
補
つ
て
い
る
。

し
か
し
こ
れ
ら
三
テ
キ
ス
ト
は
い
ず
れ
も
、
『
子
彙
』
本
と
同
様
に

注
を
二
条
存
す
る
の
み
で
あ
り
、
『
説
郭
』
が
付
す
注
を
付
さ
な
い

な
ど
の
共
通
点
を
持
つ
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
こ
れ
ら
三
者
が
独
立

(48) 
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こ
こ
ま
で
の
作
業
で
得
ら
れ
た
『
慎

図
を
、
下
に
示
す
。

（
な
お
、
「
明
紗
本
」
（
国
家
図
書
館
所
蔵
）
の
紗
写
時
期

は
不
明
で
あ
る
。
下
図
に
お
け
る
同
テ
キ
ス
ト
の
位
置

は
便
宜
的
な
も
の
で
あ
り
、
同
テ
キ
ス
ト
が
万
暦
年
間

に
紗
写
さ
れ
た
と
主
張
す
る
も
の
で
は
な
い
。

諸
テ
キ
ス
ト
の
系
統

に
『
子
彙
』
本
の
墨
丁
を
補
っ
た
と
い
う
よ
り
は
、
こ
れ
ら
三
者

に
共
通
の
底
本
を
想
定
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。
ま
た
『
廿
二
子
全
書
』

本
は
、
体
裁
が
『
子
彙
』
本
と
酷
似
し
て
お
り
、
『
子
彙
』
本
の
復

刻
本
と
考
え
ら
れ
る
の
で
、
あ
る
い
は
『
子
彙
』
本
の
版
木
を
流

用
し
て
墨
丁
部
分
を
補
刻
し
た
テ
キ
ス
ト
が
存
在
し
、
『
諸
子
彙
函
』

本
・
『
廿
二
子
全
書
』
本
・
『
子
書
百
家
』
本
は
、
こ
の
補
刻
本
を

藍
本
に
用
い
た
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
（
次
図
）
。

咸
豊

洪
武

永
楽

万
暦

享←---補明
書- 刻紗

ビ<::-----—+

ロ□＼二i~iく『／塁
墨パい ,~ ぃパ

1:1;> iv; 本

ヽ

‘ー
,'色

-------------------------------
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ま
た
『
子
書
百
家
』
本
が
直
接
に
補
刻
『
子
彙
』
を
参

照
し
た
の
で
は
な
く
、
『
廿
二
子
全
書
』
本
を
底
本
に
用

い
た
、
と
い
う
可
能
性
も
排
除
さ
れ
て
い
な
い
。
す
な

わ
ち
『
廿
二
子
全
書
』
本
と
『
子
書
百
家
』
本
と
が
兄

弟
で
は
な
く
、
親
子
関
係
に
あ
る
可
能
性
は
保
留
さ
れ

て
い
る
）

以
上
の
考
察
が
正
し
く
、
『
十
二
子
』
に
引
く
『
文
献
通
考
』
所

引
侠
文
が
慎
懲
賞
に
よ
る
偽
作
部
分
に
出
る
の
で
あ
れ
ば
、
『
守
山

閣
叢
書
』
本
『
慎
子
逸
文
』
の
う
ち
一
部
は
、
『
慎
子
』
と
無
関
係

な
も
の
と
考
え
ね
ば
な
ら
な
い
。
こ
の
こ
と
を
以
下
に
列
挙
す
る
。

『
慎
子
逸
文
』
の
う
ち
「
王
者
有
易
政
而
無
易
国
云
云
」
条
・
「
夏

簸
曰
云
云
」
条
・
「
古
之
全
大
体
者
云
云
」
条
・
「
不
肖
者
不
自
謂
不

肖
也
云
云
」
条
・
「
始
吾
未
生
之
時
云
云
」
条
・
「
鳥
飛
於
空
魚
蒋
於

淵
云
云
」
条
・
「
周
成
王
問
搬
子
云
云
」
条
は
、
全
く
慎
慾
賞
の
偽

作
（
他
書
か
ら
の
雑
取
）
に
出
る
も
の
で
あ
り
、
『
慎
子
』
と
は
無

関
係
な
も
の
で
あ
る
。

「
君
明
臣
直
国
之
福
也
云
云
」
条
の
う
ち
「
孝
子
不
生
」
以
下

十
六
字
の
み
は
『
慎
子
』
知
忠
篇
の
も
の
で
あ
る
が
、
こ
れ
以
外

の
六
十
字
は
『
戦
国
策
』
か
ら
取
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
。

「
日
月
為
天
下
眼
目
云
云
」
条
の
う
ち
「
有
勇
不
以
怒
反
与
怯

均
也
」
十
字
の
み
は
『
慎
子
』
の
侠
文
で
あ
る
が
、
こ
れ
以
外
の

お
わ
り
に

二
十
二
字
は
『
任
子
』
か
ら
取
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
。

「
小
人
食
於
力
云
云
」
条
の
う
ち
冒
頭
の
十
字
の
み
は
『
慎
子
』

隆
治
篇
（
注
40)

の
も
の
で
あ
る
が
、
そ
れ
以
降
の
百
五
十
二
字
は
『
墨

子
』
か
ら
取
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
。

「
法
非
従
天
下
云
云
」
条
の
う
ち
「
治
水
者
」
以
下
の
二
十
五
字

は
『
慎
子
』
の
侠
文
で
あ
る
が
、
こ
れ
以
外
の
十
九
字
は
『
文
子
』

か
ら
取
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
。

「
与
天
下
於
人
大
事
也
云
云
」
条
・
「
鷹
善
撃
也
云
云
」
条
・
「
能

辞
万
鐘
之
禄
云
云
」
条
・
「
法
者
所
以
斉
天
下
之
動
云
云
」
条
・
「
善

為
国
者
云
云
」
条
の
出
拠
は
今
の
と
こ
ろ
不
明
で
あ
る
が
、
こ
れ

ら
が
『
慎
子
』
に
出
る
と
す
る
証
左
は
慎
懲
賞
刊
本
以
外
に
は
見

出
せ
ず
、
こ
れ
ら
も
慎
懲
賞
の
偽
作
に
出
る
も
の
と
理
解
し
て
お

く
べ
き
で
あ
ろ
う
。

現

行

本

『

慎

子

』

は

す

べ

て

に

由

来

す

る

も

の

で
あ
り
、
し
た
が
っ
て
現
行
本
は
、
『
草
書
治
要
』
の
編

者
が
必
要
と
考
え
た
部
分
し
か
含
ま
な
い
も
の
で
あ
っ
た
。
『
漢
書
』

が
『
慎
子
』
を
法
家
に
分
類
す
る
こ
と
は
別
と
し
て
、
現
存
す
る

『
慎
子
』
が
法
家
的
な
も
の
で
あ
る
こ
と
は
『
禁
書
治
要
』
の
立

(50) 
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ー
場
に
起
因
す
る
こ
と
で
あ
り
、
こ
れ
の
み
に
よ
っ
て
は
慎
到
や
慎

到
学
派
の
思
想
傾
向
を
規
定
で
き
な
い
。

従
っ
て
、
劉
向
本
『
慎
子
』
の
う
ち
『
撃
書
治
要
』
が
為
政
者

に
不
要
と
判
断
し
た
部
分
に
つ
い
て
は
、
む
し
ろ
こ
れ
を
侠
文
に

よ
っ
て
考
え
ね
ば
な
ら
な
い
の
で
あ
る
。
し
か
し
『
守
山
閣
叢
書
』

本
『
慎
子
逸
文
』
の
う
ち
に
は
、
明
末
に
偽
作
さ
れ
た
部
分
も
混

入
し
て
い
る
た
め
、
ま
ず
こ
れ
ら
の
偽
作
部
分
を
排
除
し
た
上
で

研
究
を
行
う
こ
と
が
求
め
ら
れ
よ
う
。

本
論
は
、
未
見
の
『
慎
子
』
テ
キ
ス
ト
を
若
干
存
し
た
ま
ま
で

考
察
を
進
め
た
も
の
で
あ
り
、
ま
た
慎
懲
賞
刊
本
が
用
い
た
五
篇

本
の
位
置
を
確
定
し
得
て
い
な
い
な
ど
、
さ
ら
に
追
求
す
べ
き
課

題
を
多
く
存
す
も
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
本
論
に
お
い
て
得
ら
れ

た
結
論
の
当
否
は
『
慎
子
』
を
研
究
す
る
上
で
大
き
な
意
味
を
有

す
も
の
と
考
え
、
敢
て
発
表
し
大
方
の
ご
判
断
を
仰
き
た
い
と
願

う
も
の
で
あ
る
。

劉
向
本
『
慎
子
』
の
篇
数
に
つ
い
て
は
、
『
漢
書
』
の
四
十
二
篇
説

と
『
荀
子
注
』
・
『
呂
氏
春
秋
注
』
・
『
史
記
集
解
』
引
徐
広
説
な
ど

の
四
十
一
篇
説
と
が
あ
る
。
暫
く
『
漢
書
』
に
従
う
。
な
お
『
史
記
』

注

に
記
録
す
る
慎
到
の
「
十
二
論
」
と
劉
向
本
『
慎
子
』
と
の
関
係
は
、

別
に
考
え
る
べ
き
問
題
で
あ
ろ
う
。

(
2
)
院
廷
悼
氏
「
守
山
閣
本
慎
子
跛
」
（
『
大
陸
雑
誌
』
第
三
十
一
巻
第

五
期
・
民
国
五
十
四
年
）
・
同
「
慎
子
嗣
補
」
（
同
第
十
二
期
・
民
国
五

十
四
年
）
・
同
『
先
秦
諸
子
考
侠
』
（
民
国
五
十
七
年
油
印
本
。
の
ち

鼎
文
書
局
・
民
国
六
十
九
年
排
印
本
）
は
、
こ
の
問
題
に
つ
い
て
の
優

れ
た
論
考
で
あ
り
、
銭
氏
『
慎
子
逸
文
』
が
言
及
し
て
い
な
い
新
た

な
侠
文
を
報
告
す
る
な
ど
し
て
い
る
。
し
か
し
院
氏
の
論
考
に
は
、
『
子

彙
』
本
と
は
別
に
『
天
中
記
』
を
引
い
て
論
拠
と
し
、
ま
た
『
説
郭
』

に
従
っ
て
文
字
を
改
め
る
な
ど
、
テ
キ
ス
ト
の
前
後
関
係
の
認
識
に

不
充
分
な
点
も
見
ら
れ
る
。

(
3
)
『
隋
書
』
．
『
旧
唐
書
』
・
『
漢
芸
文
志
考
証
』
引
『
史
記
正
義
』

な
ど
。
た
だ
し
『
意
林
』
は
十
二
巻
と
す
る
。

(
4
)

『
通
志
』
・
『
直
斎
書
録
解
題
』
な
ど
。

マ
マ

(
5
)
『
漢
芸
文
志
孜
証
』
。
た
だ
し
『
黄
氏
日
抄
』
は
「
威
得
に
始
ま
り

人
君
説
に
終
わ
る
」
と
い
う
異
説
を
載
せ
る
。

(
6
)
涵
芥
楼
・
民
国
十
五
年
拠
明
紗
本
排
印
本
（
上
海
古
籍
出
版
社
『
説

郭
三
種
』
一
九
八
六
年
景
印
本
）
。

(
7
)
南
京
国
子
監
・
万
暦
五
(
-
五
七
七
）
年
刊
本
（
商
務
印
書
館
『
宋

元
明
善
本
叢
書
十
種
』
民
国
二
十
六
年
景
印
本
）
。
な
お
『
天
中
記
』
．

『
諸
子
綱
目
類
編
』
な
ど
は
、
『
慎
子
』
に
つ
い
て
は
こ
の
テ
キ
ス
ト

を
底
本
に
用
い
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。
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葉
方
疑
・
明
末
刊
本
（
中
国
子
学
名
著
集
成
編
印
基
金
会
『
中
国
子

学
名
著
集
成
珍
本
初
編
』
民
国
六
十
七
年
景
印
本
）
。

(
9
)

文
淵
閣
蔵
本
（
上
海
古
籍
出
版
社
・
一
九
八
七
年
景
印
本
）
。

(10)

張
海
鵬
・
嘉
慶
二
十
二
(
-
八
一
七
）
年
刊
本
（
中
文
出
版
社
・
一

九
六
九
年
景
印
本
）
。

(11)

王
攘
堂
・
同
光
十
三
(
-
八
三
三
）
年
刊
本
（
東
北
大
学
蔵
本
）
。

(12)

武
昌
崇
文
書
局
・
光
緒
元
(
-
八
七
五
）
年
刊
本
（
大
阪
大
学
蔵
本
）
。

一
名
『
百
子
全
書
』
。

(13)

慎
懲
賞
・
万
暦
七
(
-
五
七
九
）
年
刊
本
（
『
中
国
子
学
名
著
集
成

珍
本
初
編
』
景
印
本
）
。
な
お
、
『
四
部
叢
刊
』
本
（
商
務
印
書
館
）
．

『
諸
子
百
家
叢
書
』
本
（
上
海
古
籍
出
版
社
）
・
『
諸
子
集
成
新
編
』

本
（
四
川
人
民
出
版
社
）
な
ど
は
、
こ
れ
の
謬
荼
孫
紗
本
（
光
緒
年

間
紗
）
を
底
本
と
す
る
。

(14)

梁
啓
超
氏
「
古
書
真
偽
及
其
年
代
」
（
民
国
十
六
年
講
演
筆
記
。
の

ち
『
飲
泳
室
専
集
』
一

0
四
）
．
羅
根
沢
氏
「
慎
懲
賞
本
慎
子
弁
偽
」

（
『
燕
京
学
報
』
第
六
期
・
民
国
十
八
年
。
の
ち
『
古
史
弁
』
第
四
冊
）

な
ど
。
こ
こ
で
「
偽
作
」
と
い
う
の
は
、
『
慎
子
』
と
は
全
く
無
関
係

な
文
章
を
輯
め
、
こ
れ
を
『
慎
子
』
の
輯
本
だ
と
偽
っ
て
発
表
し
た
、

と
い
う
意
味
で
あ
る
。

(15)

文
錦
堂
・
天
啓
五
（
一
六
二
五
）
年
刊
本
（
京
都
大
学
人
文
科
学
研

究
所
蔵
本
）
。
な
お
『
帰
震
川
評
点
百
二
十
子
』
本
（
上
海
会
文
堂
）

は
、
こ
れ
を
底
本
と
す
る
。

(
8
)
 

(17) 

(16) 

周
広
業
『
意
林
注
』
に
は
、
五
篇
本
『
慎
子
』
と
は
別
に
姜
思
容

『
諸
子
鴻
藻
』
本
の
『
慎
子
』
が
乾
隆
年
間
に
存
在
し
、
こ
れ
が
「
威

徳
」
「
因
情
」
「
隆
治
」
「
観
化
」
の
四
篇
本
で
あ
っ
た
こ
と
が
報
告
さ

れ
て
い
る
。
こ
の
テ
キ
ス
ト
は
天
啓
な
い
し
崇
禎
頃
の
成
立
で
あ
ろ

う
。
羅
氏
前
掲
論
文
は
こ
の
テ
キ
ス
ト
に
注
目
し
「
案
、
帰
有
光
『
諸

子
彙
函
』
亦
有
因
情
篇
、
実
包
括
因
循
・
民
雑
二
篇
、
想
姜
氏
本
亦
如

之
？
」
と
推
測
す
る
。

宮
内
庁
書
陵
部
蔵
旧
紗
本
（
汲
古
書
院
•
平
成
元
年
景
印
本
）
。
な

お
、
銭
氏
が
『
慎
子
』
の
校
勘
に
用
い
た
『
草
書
治
要
』
は
天
明
七

年
尾
張
藩
校
刊
本
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
、
こ
れ
は
書
陵
部
蔵
本
お

よ
び
『
鹿
雅
堂
叢
書
三
編
』
本
・
『
連
跨
移
斎
叢
書
』
本
な
ど
と
は
小

異
が
あ
る
。

(18)

こ
の
篇
は
五
篇
本
お
よ
び
『
永
楽
大
典
』
引
『
慎
子
』
の
「
威
徳
」

篇
に
概
ね
一
致
す
る
の
で
、
ふ
つ
う
こ
の
篇
を
も
「
威
徳
」
篇
と
し

て
扱
う
。

(19)

銭
熙
詐
・
道
光
二
十
四
(
-
八
四
四
）
年
刊
本
（
『
慎
子
三
種
合
峡
』

民
国
中
・
中
国
学
会
景
印
本
）
。
な
お
、
『
諸
子
集
成
』
本
（
世
界
書
局
）
．

『
四
部
備
要
』
本
（
中
華
書
局
）
な
ど
は
、
こ
れ
を
底
本
と
す
る
。

銭
氏
の
校
勘
作
業
は
、
た
と
え
ば
『
墨
海
金
壺
』
本
以
外
の
『
慎
子
』

を
見
て
い
な
い
こ
と
、
用
い
た
『
太
平
御
覧
』
の
版
本
が
未
詳
で
あ

る
こ
と
（
い
わ
ゆ
る
『
四
部
叢
刊
三
編
』
本
よ
り
は
飽
崇
城
刻
本
に

近
い
よ
う
で
あ
る
）
、
『
慎
子
』
に
由
来
し
な
い
文
章
を
（
以
下
で
問

(52) 
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題
と
す
る
十
五
条
以
外
に
も
）
混
入
し
て
い
る
疑
い
が
あ
る
こ
と
な

ど
、
研
究
・
補
正
す
べ
き
点
が
き
わ
め
て
多
い
。

(20)

昌
彼
得
氏
『
説
郭
考
』
（
文
史
哲
出
版
社
・
民
国
六
十
八
年
）
な
ど
。

(21)

た
と
え
ば
、
威
徳
篇
の
う
ち
『
草
書
治
要
』
が
「
閻
戸
澗
」
と
作

る
部
分
を
『
説
郭
』
は
「
闘
戸
開
腫
」
と
改
め
て
い
る
が
、
こ
の
改

訂
は
万
暦
以
降
の
テ
キ
ス
ト
に
は
反
映
さ
れ
て
お
ら
ず
、
以
降
の
テ

キ
ス
ト
は
み
な
「
闘
戸
澗
」
に
作
る
。
同
様
の
事
例
は
因
循
篇
な
ど

に
も
見
ら
れ
る
。

(22)

ふ
つ
う
晉
の
膝
輔
が
付
し
た
注
だ
と
さ
れ
る
（
『
説
郭
』
・
『
意
林

注
』
な
ど
）
。
『
慎
子
』
に
つ
い
て
は
他
に
劉
黄
老
注
が
あ
っ
た
と
い

う
が
伝
わ
ら
な
い
（
院
氏
前
掲
書
）
。

(23)

威
徳
篇
「
明
君
動
事
分
●
由
慧
、
定
圃
分
財
由
法
」
。
な
お
『
草
書

治
要
』
は
「
明
君
動
事
必
由
慧
、
定
罪
分
財
必
由
法
」
と
、
『
説
郭
』

は
「
明
君
動
事
分
官
必
由
慧
、
定
賞
分
財
必
由
法
」
と
作
っ
て
お
り
、

い
ず
れ
も
一
致
し
な
い
。

(24)

収
録
範
囲
は
『
説
郭
』
本
や
『
子
彙
』
本
に
ほ
ぼ
一
致
す
る
が
、

個
々
の
字
に
つ
い
て
は
却
っ
て
『
草
書
治
要
』
に
一
致
す
る
も
の
が

頻
見
す
る
。
な
お
『
子
彙
』
本
が
墨
丁
と
す
る
二
箇
所
は
、
そ
れ
ぞ

れ
空
格
お
よ
び
「
鼎
」
字
に
作
る
。

(25)

威
徳
篇
に
お
い
て
「
故
著
亀
」
以
下
四
十
二
字
を
補
っ
て
い
る
点
、

同
篇
「
使
得
美
者
不
知
所
以
徳
、
使
得
悪
者
不
知
所
以
怨
」
の
傍
点

部
が
『
芸
文
類
緊
』
に
一
致
す
る
点
。

(28)

字
数
・
行
数
、
お
よ
び
『
子
彙
』
本
が
末
尾
に
付
す
「
潜
症
子
」
の

按
語
ま
で
一
致
す
る
点
が
注
目
さ
れ
る
。
な
お
、
こ
の
按
語
は
明
紗

本
に
は
見
え
な
い
。

(29)

『
守
山
閣
叢
書
』
本
の
用
い
た
「
原
刻
」
が
『
墨
海
金
壺
』
本
で

あ
る
こ
と
は
院
氏
が
既
に
指
摘
し
て
お
り
、
筆
者
の
校
合
の
結
果
も

こ
れ
を
支
持
す
る
（
「
原
刻
」
と
『
墨
海
金
壷
』
本
と
の
間
に
は
、
た

と
え
ば
威
徳
篇
に
二
箇
所
見
え
る
「
危
」
字
を
と
も
に
「
厄
」
に
誤

る
な
ど
、
他
テ
キ
ス
ト
に
な
い
共
通
点
が
見
ら
れ
る
）
。
木
村
英
一
氏

『
法
家
思
想
の
研
究
』
（
弘
文
堂
書
房
・
昭
和
十
九
年
）
が
『
守
山
閣

叢
書
』
本
の
「
原
刻
」
を
「
宋
本
」
・
「
宋
本
系
統
の
本
」
と
す
る
根

拠
は
末
詳
。

(30)

『
宋
史
』
が
既
に
『
草
書
治
要
』
を
著
録
し
て
い
な
い
こ
と
は
、
『
四

庫
未
収
書
目
提
要
』
に
指
摘
さ
れ
て
い
る
。

(31)

た
と
え
ば
『
草
書
治
要
』
は
『
列
子
』
殷
湯
問
篇
と
し
て
「
大
萬

日
、
六
合
之
間
•
四
海
之
内
、
照
之
以
日
月
、
経
之
以
星
辰
、
紀
之
以

四
時
、
要
之
以
太
歳
。
神
霊
所
生
、
其
物
異
形
、
或
夭
或
寿
。
唯
聖

人
能
通
其
道
。
」
な
る
文
を
引
く
が
、
現
行
の
『
列
子
』
湯
問
篇
（
楊

伯
峻
『
列
子
集
釈
』
本
に
よ
る
）
は
こ
れ
を
発
問
部
と
し
、
続
け
て

「
夏
革
日
、
然
則
亦
有
不
待
神
霊
而
生
、
不
待
陰
陽
而
形
、
不
待
日

(26) 

(27) 

『
墨
海
金
壺
』
凡
例
・
「
守
山
閣
叢
書
序
」
な
ど
。

現
存
の
文
瀾
閣
本
『
慎
子
』
は
、
光
緒
年
間
に
補
紗
さ
れ
た
も
の

で
あ
る
。

(53) 
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月
而
明
、
不
待
殺
敬
而
夭
、
不
待
将
迎
而
寿
、
不
待
五
穀
而
食
、
不

待
縮
績
而
衣
、
不
待
舟
車
而
行
。
其
道
自
然
、
非
聖
人
之
所
通
。
」
と

し
て
前
の
引
用
部
を
否
定
し
て
い
る
。
こ
れ
に
よ
り
、
『
草
書
治
要
』

が
発
問
部
だ
け
を
採
用
し
て
『
列
子
』
の
主
張
を
歪
め
て
い
る
こ
と

が
判
る
。

(32)

「
慎
到
を
法
家
と
見
る
こ
と
は
…
…
今
日
に
伝
わ
る
資
料
か
ら
し

て
も
一
応
首
肯
で
き
る
こ
と
で
、
も
ち
ろ
ん
根
拠
の
な
い
こ
と
で
は

な
い
。
」
（
金
谷
治
氏
「
慎
到
の
思
想
に
つ
い
て
」
『
集
刊
東
洋
学
』
第

七
号
・
一
九
六
二
年
。
の
ち
『
金
谷
治
中
国
思
想
論
集
』
中
巻
）
。
な

お
同
論
文
は
、
『
慎
子
』
書
で
は
な
く
慎
到
個
人
の
思
想
を
追
求
す
る

の
で
、
現
行
本
『
慎
子
』
を
用
い
な
い
。

(33)

木
村
氏
前
掲
書
。
な
お
氏
は
、
こ
れ
ら
侠
文
に
つ
い
て
は
「
宋
以

後
の
人
の
附
加
と
思
は
れ
る
か
ら
…
…
宋
本
慎
子
の
面
目
を
伝
へ
る

も
の
と
す
る
こ
と
は
出
来
な
い
」
と
述
べ
た
が
、
そ
の
由
来
に
つ
い

て
は
明
ら
か
と
し
な
か
っ
た
。

(34)

金
谷
氏
前
掲
論
文
。

(35)

羅
氏
前
掲
論
文
の
ほ
か
、
銭
基
博
氏
「
守
山
閣
本
慎
子
校
読
記
」
（
『
名

家
五
種
校
読
記
』
広
文
書
局
・
民
国
二
十
年
）
・
方
国
喩
氏
「
慎
懲
賞

本
慎
子
疏
証
」
（
『
金
陵
学
報
』
第
四
巻
第
二
期
・
一
九
三
四
年
）
な
ど

に
よ
っ
て
指
摘
さ
れ
て
い
る
。

(36)

筆
者
が
用
い
た
景
印
『
十
二
子
』
本
の
底
本
は
、
国
家
図
書
館
所

蔵
本
で
あ
る
。

(37)

国
家
図
書
館
蔵
明
末
刊
本
。

(38)

箪
者
が
慎
懲
賞
刊
本
・
『
中
原
文
献
』
・
『
十
二
子
』
本
の
三
者
を

校
合
し
た
結
果
も
、
こ
れ
を
支
持
す
る
。

(39)

本
論
で
用
い
た
国
家
図
書
館
蔵
本
『
中
原
文
献
』
は
、
子
集
七
巻

の
み
を
存
す
る
零
本
で
あ
る
。
こ
れ
以
外
に
『
中
原
文
献
』
が
現
存

す
る
例
を
筆
者
は
知
ら
な
い
。

(40)

『
慎
子
』
の
う
ち
「
隆
治
」
「
観
化
」
両
篇
は
現
行
本
に
は
見
え
な

い
が
、
乾
隆
年
間
ま
で
は
残
存
し
て
い
た
（
注
1
6
参
照
）
。
本
論
の
校

合
作
業
に
お
い
て
、
従
来
注
目
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
「
隆
治
」
篇
の

侠
文
十
字
と
、
銭
・
院
両
氏
が
報
告
し
て
い
な
い
新
た
な
侠
文
二
条
を

も
得
た
こ
と
を
付
記
し
、
以
下
に
報
告
す
る
。

•
小
人
食
其
力
、
君
子
食
其
道
。
（
『
意
林
注
』
所
引
『
慎
子
』
隆

治
篇
。
な
お
『
意
林
』
お
よ
び
『
太
平
御
覧
』
が
類
似
の
文
を

『
慎
子
』
と
し
て
引
く
が
、
篇
名
を
記
録
し
な
い
）

•
夫
人
有
三
危
。
身
少
徳
而
多
寵
一
危
。
ロ
ロ
ロ
ロ
ロ
ロ
ロ
ロ
。

身
無
功
而
厚
禄
三
危
。
（
『
励
忠
節
紗
』
誡
慎
部
所
引
『
慎
子
』
。

な
お
『
淮
南
子
』
お
よ
び
『
文
子
』
に
類
似
の
文
が
見
え
る
）

・
天
下
不
窺
、
則
園
圏
何
所
繋
、
獄
訟
何
所
弁
。
天
下
不
盗
、
則

刑
罰
何
所
誅
、
兵
文
何
所
戟
。
（
『
応
機
抄
』
下
所
引
『
慎
子
』
）

(54) 


